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・新聞やニュースで報道 （１面）
・総会で役員新体制に （１面）
・保険証の資格確認について要請 
　　　　 （２面）
・社保だより （４面）

　
当
会
は
、
５
月
１
日
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
登
録
会
員
を
対
象
に
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
に
関
す
る
緊

急
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
行
い
、

多
く
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
、

医
科
・
歯
科
と
も
に
患
者
減

や
マ
ス
ク
不
足
な
ど
が
明
ら

か
と
な
り
ま
し
た
。（
６
月

号
に
詳
細
掲
載
）

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
プ
レ

ス
リ
リ
ー
ス
し
た
と
こ
ろ
、

５
月
23
日
に
岩
手
日
報
は
じ

め
、
県
内
各
報
道
機
関
等
で
、

「
開
業
医
８
割
以
上
が
患
者

減
」
な
ど
と
報
道
さ
れ
ま
し

た
。

　

結
果
を
受
け
て
当
会
で

は
、
６
月
２
日
、
岩
手
県
知

事
に
「
す
べ
て
の
医
療
機
関

に
対
す
る
給
付
金
等
の
支
援

策
を
求
め
る
要
請
書
」
を
送

付
し
ま
し
た
。

　
６
月
11
日
、
臨
時
県
議
会

が
行
わ
れ
、
医
療
従
事
者
へ

の
慰
労
金
や
感
染
対
策
へ
の

補
正
予
算
が
成
立
し
、
国
か

ら
明
確
な
支
給
要
件
等
が
出

た
際
、
速
や
か
に
支
給
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

は  

り

　post corona

の

　
　
　
　
世
界
を
視
野
に

　

産
業
革
命
、
明
治
維
新
等
歴

史
に
は
幾
つ
か
大
き
な
転
換
点

が
あ
る
。
ど
れ
が
歴
史
的
に
大
き

な
出
来
事
だ
っ
た
の
か
は
後
世
の

方
々
が
判
定
す
る
こ
と
で
は
あ
る

が
、
今
回
のcorona crisis

も
歴

史
的
に
は
大
き
な
出
来
事
と
し
て

残
る
で
あ
ろ
う
。

　

中
国
の
武
漢
市
に
始
ま
り
、

感
染
拡
大
阻
止
の
た
め
多
く
の

国
が
大
都
市
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
現
在

各
国
で
第
一
波
は
終
息
に
向
か

い
、
第
二
波
に
備
え
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
都
市
封
鎖
に
よ
り

飲
食
店
や
旅
行
業
は
大
打
撃
を

受
け
、
製
造
業
も
多
く
が
操
業

停
止
に
到
る
な
ど
経
済
に
与
え

た
打
撃
は
大
き
い
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
は
マ
ス
ク
、
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
関
連
資
材
等
多
く

の
物
が
市
場
か
ら
枯
渇
し
て
、
さ

ら
に
は
ミ
シ
ン
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
カ
メ
ラ

等
の
需
要
が
増
加
し
た
。
昔
と
大

き
く
異
な
る
の
は
今
は
鮮
明
な
動

画
を
デ
ィ
レ
イ
無
く
や
り
と
り
で

き
る
こ
と
で
あ
る
。
医
療
の
分
野

で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
が
広
が
り

つ
つ
あ
る
。

　
現
状
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
医

療
者
側
に
と
っ
て
は
手
間
は
む
し

ろ
対
面
診
療
以
上
に
か
か
り
、
点

数
は
対
面
診
療
の
70
％
程
度
で
メ

リ
ッ
ト
は
ほ
と
ん
ど
無
い
。
た
だ

し
、
患
者
さ
ん
か
ら
す
る
と
支
払

う
医
療
費
が
安
く
な
る
だ
け
で
無

く
、
タ
ク
シ
ー
代
や
通
院
に
か
か

る
時
間
も
節
約
で
き
、
広
い
県
土

の
岩
手
県
で
は
特
に
メ
リ
ッ
ト
は

大
き
い
。

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
飲
み
会
と
い
う
新
た
な

形
態
も
出
現
し
た
が
、
情
報
通
信

機
器
の
進
化
に
伴
う
変
化
に
医
療

者
も
つ
い
て
い
く
必
要
が
あ
ろ

う
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
村
）

緊急アンケートで寄せられた
行政への要請、協会への要望等

・発熱患者への対応と、定期受診の患者への対
応を両立することがとても大変です。元々、
1日70～80人診療しているので、流行期に
安全に対応できるか心配です。コロナ患者
を診察した後の風評被害が全国的に見られ
る中で、どう対応すべきか悩みます。医療
過疎地域での患者発生はすぐに医療崩壊と
なるのではと危惧しています。（内科）

・4月は2か月以上の長期処方希望者多く、5月
以降、受診者減少があるかと思います。

（内科）
・発熱のため、保健所に連絡したら、土曜日

のため担当者がいないので対応できないと
言われたと受診した患者がいた。対応体制
をきちんとしてほしい。（内科系）

・とにかく感染防止用具の十分な確保を早急
に準備してほしい。また、検査では、血液
や唾液で行えるキットを準備してほしい。
さらにアビガン使用の体制を早急に整えて
ほしい。（内科）

・検査を制限せざるを得ない状況にあり、も
う少し自由に検査できる態勢が早くほしい。

（内科）

・国は、医療業界の経営が厳しいことをわかっ
てほしい。特別な助成金を予算化してほし
い。

・マスク、消毒剤、グローブ等の価格が高す
ぎる。コロナ前の6倍。

・広島の歯科医師会の HP の県民の皆様へのお
願い文章は、県民だけでなく、歯科医療に
携わる者にとっても心強いものです。口腔
ケアの大切さをもっと大きく取り上げてほ
しい。感染防止のための様々な物や機械な
どは、とても大切なのに全て持ち出しなの
で、サポートがほしい。

・不要不急の診療は控えていただきたいが、
その反面、収入減につながるため、経営が
困難になり、資金繰りが難しくなっていく
ように思える。

医科

歯科

要
請
項
目

一
、
県
内
の
す
べ
て
の
医
療
機
関
に
対
し
、
給
付
金
等
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
、
地
域
医
療
を
守
る
た
め
、
医
療
機
関
が
経
営
破
綻
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
助
成
等
の
拡
充
を

国
に
求
め
て
く
だ
さ
い
。

一
、
医
療
機
関
へ
の
衛
生
用
品
、
防
護
用
品
の
安
定
供
給
及
び
価
格
高
騰
の
抑
制
に
対
す
る
施
策

を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

一
、
市
町
村
が
医
科
歯
科
医
療
機
関
へ
の
経
済
的
支
援
を
行
う
こ
と
に
対
し
て
、
県
と
し
て
市
町

村
に
財
政
支
援
な
ど
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

岩手日報

　
当
会
は
、
５
月
１
日
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
登
録
会
員
を
対
象
に
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
に
関
す
る
緊

急
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
行
い
、

多
く
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
、

医
科
・
歯
科
と
も
に
患
者
減

や
マ
ス
ク
不
足
な
ど
が
明
ら

か
と
な
り
ま
し
た
。（
６
月

号
に
詳
細
掲
載
）

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
プ
レ

岩手日報

新聞社の取材を受ける畠山事務局長（右）

　
６
月
21
日
㈰
、
盛
岡
の
エ

ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て
に
て
第

43
回
定
期
総
会
を
行
い
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
た
め
、
記
念

講
演
と
懇
親
会
は
行
わ
ず
、

例
年
、
記
念
講
演
を
行
っ
て

い
る
ホ
ー
ル
で
間
隔
を
空
け

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
議
長
に
菅
原
克
郎
先
生
が

選
出
さ
れ
、
２
０
１
９
年
度

活
動
報
告
、
決
算
報
告
、
会

計
監
査
報
告
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
役
員
選
挙
が
行

わ
れ
、
第
21
期
役
員
が
決
定

し
ま
し
た
。
新
役
員
を
代
表

し
て
南
部
淑
文
会
長
が
「
思

え
ば
、
宿
命
に
遊
ん
で
会

長
職
を
引
き
受
け
、
使
命
に

生
き
ん
と
し
て
そ
の
職
務
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
～
中

略
～
﹃
夢
は
人
生
の
た
め
に

あ
る
の
で
は
な
く
、
人
生
の

た
め
に
夢
は
あ
る
﹄
と
の
こ

と
で
す
。
よ
り
良
い
医
療
は

万
人
の
望
む
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
を
実
現
し
よ
う
と
す
る

手
法
は
千
差
万
別
で
す
。
私

た
ち
は
、
保
険
医
協
会
と
い

う
場
を
得
て
よ
り
良
い
医
療

と
い
う
夢
の
実
現
の
た
め

に
、
人
生
の
一
部
を
割
く
決

意
で
あ
る
こ
と
を
、
本
日
の

総
会
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆

さ
ま
に
表
明
致
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
度
活
動
計

画
、
予
算
も
拍
手
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

あいさつする南部会長

役
員
新
体
制
に

総
会
開
催
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
を
避
け
る
た
め
、
電
話
再

診
が
増
え
て
い
ま
す
。
厚
労

省
は
、
臨
時
特
例
的
に
電
話

初
診
も
認
め
、
ポ
ス
タ
ー
な

ど
で
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す

が
、
医
療
機
関
か
ら
電
話
で

の
保
険
証
資
格
確
認
に
不
安

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
以
前
か
ら
保
険
証
資
格
喪

失
後
の
受
診
に
伴
う
レ
セ
プ

ト
に
つ
い
て
は
、
保
険
医
療

機
関
で
被
保
険
者
証
を
確
認

し
た
に
も
関
わ
ら
ず
返
戻
さ

れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
１
３
年
に
国
会
で
取
り

上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
保
険

医
療
機
関
で
被
保
険
者
証
の

確
認
を
行
っ
て
い
れ
ば
、
レ

セ
プ
ト
返
戻
に
応
じ
る
必
要

が
な
い
こ
と
が
明
確
と
な
り

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
回
の
特
例
で
、

資
格
喪
失
だ
け
で
な
く
、
な

り
す
ま
し
等
の
問
題
点
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
会
で
は
、
４
月
23
日
、

保
険
証
の
資
格
確
認
に
つ
い
て
要
請

ストレッチ体操　～下半身～

　伸ばす筋肉の力を抜いて約５秒間ゆっくり伸ばし、ゆっくり戻す動
作を５～１０回繰り返します。伸ばし過ぎると筋を痛める場合があり
ますので、痛みや違和感のない範囲で伸ばしてください。

②  股関節

① 　イスなどを保持してバランスをとり、脚
を前後に開く。

② 　息を吐きながら腰を前に移動させ５秒
キープする。

効果　 腰痛予防

① 太もも前

① 　背もたれを持ってイスに座り、外側の足
を持つ。

② 　息を吐きながら足をゆっくりお尻の方へ
引いて５秒キープする。

効果　 腰痛予防

お家で気軽に体操②（全５回）

➡

　
生
活
保
護
法
指
定
医
療
機

関
は
、
生
活
保
護
の
医
療
扶

助
受
給
者
の
医
療
要
否
意
見

書
を
無
償
で
交
付
し
て
い
ま

す
。
近
年
、
生
活
保
護
受
給

者
が
増
え
、
書
類
作
成
に
時

間
が
か
か
り
、
文
書
料
は
請

求
で
き
な
い
の
か
、
切
手
代

等
も
負
担
な
の
は
納
得
で
き

な
い
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
文
書
料
は
、
指
定
医
療
機

関
医
療
担
当
規
程
に
よ
っ
て

無
償
交
付
が
定
め
ら
れ
て
い

る
た
め
、
文
書
作
成
に
か
か

る
業
務
が
医
療
機
関
の
負
担

で
あ
っ
て
も
費
用
は
請
求
で

き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
郵
送

料
に
つ
い
て
、
厚
労
省
援
護

局
保
健
課
は
平
成
29
年
３
月

３
日
に
開
催
し
た
生
活
保
護

関
係
係
長
会
議
で
「
医
療
要

否
意
見
書
等
の
郵
送
料
は
無

償
の
範
囲
に
含
ま
れ
な
い
」

と
の
見
解
を
示
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
昨
年
９
月
か
ら
10

月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
て
い

る
同
省
・
生
活
保
護
担
当
指

導
職
員
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で

も
、
指
定
医
療
機
関
と
の

関
係
に
つ
い
て
「
指
定
医
療

機
関
医
療
担
当
規
程
の
趣
旨

を
超
え
て
、
過
度
な
事
務
負

医
療
要
否
意
見
書
の
負
担
軽
減
を
要
望

　

要
望
項
目

　

医
療
要
否
意
見
書
の
用

紙
を
医
療
機
関
に
郵
送
す

る
際
は
、
宛
名
記
入
済
み

の
返
信
用
封
筒
ま
た
は
着

払
い
の
宛
名
記
入
済
み
宅

配
便
発
送
伝
票
を
同
封
し
、

返
送
に
か
か
る
費
用
は
福

祉
事
務
所
が
負
担
し
て
下

さ
い

担
を
一
方
的
に
求
め
る
こ
と

は
適
切
で
は
な
い
の
で
、
円

滑
な
医
療
扶
助
の
提
供
に
当

た
っ
て
は
、
地
域
の
指
定
医

療
機
関
と
適
切
に
協
議
し
た

う
え
、
実
施
す
る
よ
う
留
意

さ
れ
た
い
」
と
再
度
の
通
知

が
あ
り
ま
し
た
。

　

東
京
や
神
奈
川
、
京
都
、

長
崎
、
新
潟
、
鳥
取
等
の
自

治
体
で
は
、
国
の
見
解
に

沿
っ
て
行
政
側
が
返
信
用
封

筒
を
同
封
す
る
な
ど
の
対
応

を
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
当
会
で
は
、
５
月

19
日
、
岩
手
県
知
事
宛
て
に

「
生
活
保
護
法
に
お
け
る
医

療
要
否
意
見
書
提
出
時
の
負

担
軽
減
に
関
す
る
要
望
書
」

を
提
出
し
ま
し
た
。
県
の
担

当
者
か
ら
は
、
趣
旨
は
市
町

村
に
伝
え
る
と
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
に
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
へ
の
電
話

等
再
診
に
よ
る
処
方
せ
ん
等

発
行
対
応
に
伴
う
資
格
確
認

に
関
す
る
要
請
書
」
を
送
付

し
ま
し
た
。

新型コロナウイルス感染への
電話等再診による処方せん等

発行対応に伴う資格確認に関する要請書
拝啓　日頃の国民医療発展のご尽力に対し敬意を表します。
　当協会は、岩手県内の医師及び歯科医師で構成する団体です。
　さて、新型コロナウイルスの感染拡大を防止する観点から、
慢性疾患等を有する定期受診患者等が継続的な医療・投薬を
必要とする場合に、電話や情報通信機器を用いた診療により、
FAX 等による処方箋情報の送付または処方等の対応が必要
なケースの取扱いについて２月２８日及び 3 月 2 日、さら
に 3 月 12 日に厚労省保険局医療課より「新型コロナウイル
ス感染症に係る診療報酬上の臨時的な取扱いについて（その
2）」「同（その 3）」「同（その 5）」で、その扱いについて示
されました。
　マスコミの報道もあり、患者より新型コロナウイルス感染
を心配して電話等再診による処方せん等発行を求める事例が
増えており、医療機関からは電話のため被保険者証の資格確
認ができないのでどのようにしたらよいか、また口頭で確認
しても資格が切れていた場合の保険請求が認められないの
で、安易に対応できないとの心配が寄せられております。つ
きましては、緊急に下記を要望いたします。             敬 具

記

１．電話等再診での診療により FAX 等による処方箋情報の
送付または処方箋の対応をした場合の保険請求に関して、
被保険者証の資格が切れていた場合、医療機関側に負担が
生じない方策を事前に講じて下さい。

　
当
協
会
医
療
運
動
部
は
２

月
27
日
㈭
、
盛
岡
市
内
で
一

般
社
団
法
人
岩
手
県
難
病
・

疾
病
団
体
連
絡
協
議
会
（
難

病
連
）
と
の
懇
談
を
行
い
ま

し
た
。
難
病
連
よ
り
矢
羽
々

京
子
副
代
表
が
、
当
協
会
は

黒
田
康
之
部
長
は
じ
め
６
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

　
矢
羽
々
副
代
表
よ
り
、
難

病
連
が
毎
年
、
県
に
対
し
て

要
請
と
懇
談
を
行
っ
て
い
る

こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
要
請
で
は
、
難
病
専

門
医
の
養
成
や
遠
方
の
医
療

機
関
受
診
の
際
の
交
通
費
補

助
、
医
療
費
助
成
制
度
の
拡

充
、
医
療
費
助
成
の
申
請
の

手
続
き
簡
素
化
な
ど
を
要
請

し
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
難
病
患
者
及
び

そ
の
家
族
が
お
か
れ
て
い
る

実
状
に
つ
い
て
も
具
体
例
を

交
え
な
が
ら
訴
え
ら
れ
ま
し

た
。

　
当
協
会
で
は
、
診
断
書
料

の
助
成
を
行
政
に
求
め
る
取

り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　
医
療
費
助
成
の
申
請
に
関

し
て
矢
羽
々
副
代
表
よ
り
、

申
請
書
類
が
多
く
煩
雑
で
あ

り
、
ま
た
体
調
の
良
い
日
を

選
ん
で
申
請
せ
ざ
る
を
得

な
い
実
情
な
ど
が
述
べ
ら
れ

懇談のようす

難
病
患
者
へ
の
支
援
の
充
実
を

岩
手
県
難
病
連
と
懇
談

ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
１
７

年
の
制
度
改
定
で
、
軽
症
と

認
定
さ
れ
助
成
の
対
象
外
と

な
っ
た
方
は
、
患
者
会
か
ら

聞
き
取
り
し
た
限
り
ほ
と
ん

ど
い
な
か
っ
た
が
、
実
際
は

２
割
の
方
が
助
成
か
ら
外
れ

た
の
で
患
者
会
に
入
っ
て
い

な
い
方
が
対
象
外
と
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
次
の
課
題
な
ど

も
意
見
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

・
難
病
の
専
門
医
が
少
な
く

遠
方
の
医
療
機
関
に
通
う

た
め
交
通
費
が
か
か
る
。

・
難
病
患
者
は
就
労
の
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
。

・
疾
病
だ
け
で
は
な
く
生
活

全
体
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
必

要
が
あ
る
。

・
医
師
を
講
師
に
勉
強
会
を

し
て
い
る
患
者
会
も
あ
る

が
、
勉
強
会
に
集
ま
れ
な

い
人
た
ち
も
い
る
の
で
そ

こ
が
課
題
。

・
難
病
の
方
の
身
近
な
存
在

に
な
る
の
が
地
域
の
保
健

師
だ
が
、
保
健
師
も
余
裕

が
な
く
難
病
の
方
に
寄
り

添
う
事
が
難
し
い
。

・
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

の
事
業
は
県
か
ら
委
託
さ

れ
て
お
り
３
名
の
相
談
員

で
行
っ
て
い
る
が
、
手
が

届
い
て
い
な
い
部
分
が
あ

る
。

➡

足首を
手前に引く
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県
内
で
こ
ど
も
の
医
療
費
助
成

33
自
治
体
の
う
ち
22
自
治
体
で
高
卒
ま
で
助
成

全
体
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
必

要
が
あ
る
。

・
医
師
を
講
師
に
勉
強
会
を

し
て
い
る
患
者
会
も
あ
る

が
、
勉
強
会
に
集
ま
れ
な

い
人
た
ち
も
い
る
の
で
そ

こ
が
課
題
。

・
難
病
の
方
の
身
近
な
存
在

に
な
る
の
が
地
域
の
保
健

師
だ
が
、
保
健
師
も
余
裕

が
な
く
難
病
の
方
に
寄
り

添
う
事
が
難
し
い
。

・
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

の
事
業
は
県
か
ら
委
託
さ

れ
て
お
り
３
名
の
相
談
員

で
行
っ
て
い
る
が
、
手
が

届
い
て
い
な
い
部
分
が
あ

る
。

来
年
４
月
に
は
26
自
治
体

が
高
卒
ま
で
助
成

　
今
年
８
月
に
は
、
大
船
渡

市
が
所
得
制
限
を
な
く
し
ま

す
。
今
ま
で
対
象
年
齢
と

な
っ
て
い
て
も
、
所
得
制
限

で
助
成
を
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
１
１
７
０
人
が
８
月
か

ら
は
助
成
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
（
申
請
が
必

要
）。
久
慈
市
で
は
３
歳
未
満

の
所
得
制
限
を
撤
廃
、
釜
石

市
で
は
就
学
前
児
童
の
自
己

負
担
を
な
く
し
ま
す
。
二
戸

市
と
大
槌
町
で
は
、
高
校
生

ま
で
対
象
を
拡
大
し
ま
す
。

　
10
月
に
は
釜
石
市
で
も
高

校
生
ま
で
対
象
者
を
拡
大
、

来
年
４
月
か
ら
は
八
幡
平
市

で
高
校
生
ま
で
対
象
を
拡
大

し
、
県
内
で
は
26
市
町
村
が

高
卒
ま
で
と
な
り
、
７
市
町
の

み
が
中
卒
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
に
県
が
行
っ

合
が
高
く
、
収
入
が

中
央
値
の
１
／
２
未

満
の
世
帯
と
就
学
援

助
世
帯
で
は
、
２
割

以
上
が
医
療
費
の
支

払
い
が
困
難
な
こ
と

を
理
由
に
挙
げ
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
の
医
療
費

助
成
が
拡
充
し
、
親

が
仕
事
を
休
ん
だ
り
、

仕
事
を
す
る
時
間
を

減
ら
し
て
も
生
活
で

き
る
安
定
し
た
賃
金

が
得
ら
れ
、
休
む
こ

と
が
許
さ
れ
る
社
会

に
な
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
県
内
各
自
治
体
で
子
ど
も

の
医
療
費
に
つ
い
て
、
助
成

の
拡
充
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。《
表
１
》
が
現
在
の
助
成

状
況
で
、
中
学
生
ま
で
対
象

と
し
て
い
る
自
治
体
が
11
、

高
校
生
ま
で
対
象
と
し
て
い

る
自
治
体
が
22
と
着
実
に
広

が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
だ
け
で
な
く
、
所

得
制
限
や
自
己
負
担
を
な
く

す
自
治
体
も
増
え
て
お
り
、

16
自
治
体
が
対
象
者
す
べ
て

の
子
ど
も
が
無
料
で
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

《表１》県内市町村 子どもの医療費 助成状況　（2020. ６.30 時点）

対象年齢
入院 通院

数 市町村名
未就学 －
小学生 －

中学生 11 盛岡市・宮古市・久慈市＊・遠野市＊・釜石市＊・二戸市＊・
八幡平市・滝沢市＊・紫波町・大槌町・岩泉町

高校生 22

奥州市・花巻市＊・北上市＊・一関市・陸前高田市・
大船渡市＊・雫石町・葛巻町・岩手町・矢巾町・西和賀町・
金ケ崎町・平泉町・住田町・山田町・軽米町・洋野町・
一戸町＊・田野畑村・普代村・野田村・九戸村

＊… 所得制限あり、下線 … 一部自己負担あり

【表の見方】＊、 　　（下線）がない市町村が医療費を全て無料とし、子育て政
策に力を入れている自治体（県内では宮古市、一関市、陸前高田市、八幡平市、
雫石町、葛巻町、西和賀町、金ケ崎町、平泉町、住田町、田野畑村、普代村、
軽米町、洋野町、野田村、九戸村の 16 市町村）

　中央値以上の世帯では９割以上が「両親のいる世帯」であるのに対し、就学援助世
帯では「母子世帯」が（「母及び 18 歳未満の子のみ」、「18 歳以上の親族等同居」合
わせて）６割を占めています。
※１　岩手県子どもの生活実態調査：「岩手県子どもの幸せ応援計画（2020 ～

2024）」の策定に当たり、子どもの生活実態を把握し、具体的な施策の検討を行
うため、小学５年生、中学２年生の全ての児童生徒及びその保護者 41,176 人、
就学援助世帯の全ての保護者 7,748 人を対象に、平成 30 年 8 月に実施した。

中央値以上 95.9％ ■両親のいる世帯
■母子世帯（母及び 18 歳未満の子のみ）
■母子世帯（18 歳以上の親族等同居）

父子世帯（父及び 18 歳未満の子のみ）
■父子世帯（18 歳以上の親族等同居）
■その他

中央値未満 85.8％

中央値の 1/2 未満 61.4％

就学援助世帯 36.8％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

　「岩手県子どもの生活実態調査」（平成 30 年度実施）

《表２》収入階層ごとの世帯構成

中央値以上 ■ある
■ない
■無回答中央値未満

中央値の 1/2 未満

就学援助世帯

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

《表３》医療機関への受診

11.0％

16.0％

20.4％

25.6％

【過去１年間に医療機関で子どもを受診させた方がよいと
思ったが、実際には受診させなかったことがあるか】

　公的医療保険に加入していなかったため
■医療機関での自己負担金を支払うことが
　できなかったため
■お子さん本人が（行くのが）嫌だと言ったため
■医療機関までの距離が遠く、通院するこ
　とが困難であったため

多忙で、医療機関に連れて行く時間がな
　かったため
■その他

中央値以上

中央値未満

中央値の 1/2 未満

就学援助世帯

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

《表４》

3.9％

14.8％

23.3％

27.8％

58.0％

50.9％

42.4％

43.4％

【医療機関を受診させなかった理由】

　収入が低い階層では、経済的な理由により子どもを医療機関に受診させなかった
ことがある割合が高くなっています。

た
「
岩
手
県
子
ど
も
の
生
活

実
態
調
査
」
の
結
果
（
表
２

～
４
）、
収
入
が
中
央
値
よ

り
低
い
世
帯
で
は
、
子
ど
も

を
医
療
機
関
に
受
診
さ
せ
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
割

※２　収入階層の区分：
平 成 29 年 の 世 帯
年 収（ 税 込 ） を、
世帯員数の平方根
で除して得た値に
より、中央値以上、
中央値未満及び中
央値の 1/2 未満の
３つに区分し、こ
れに就学援助世帯
を加えた４階層に
分類した。

いわて子どもプラン（2020 ～ 2024）（中間案）より

　現在、岩手県内の国保と後期高齢者医療制度の被災者の方の医療
費窓口負担が無料となっていますが、無料の期限が本年 12 月末ま
でとなっております。
　当会では、10 回目となる標記のアンケートを行い、7 月 1 日現在、
2,156 通の回答を得ています。会員の先生方のご協力、誠にありが
とうございました。
　今回は、アンケートに寄せられた声を一部ご紹介いたします。

コロナで無職に
 

　新型コロナウイルス感染症の影響で無職となったり、仕事が減り、
収入が不安定となる中、今後の生活に不安を抱える方も多く、毎年、
このアンケートが来ると、来年は大丈夫だろうかと思ってしまうと
答えた方もいらっしゃいました。

年金だけでは足りず借金も

　年金生活の方の多くが、少ない額のため生活だけで精一杯、それ

でも足りず借金をして返済しているという方も。食費を切り詰め、
あまり良い物を食べていないという方や、免除が打ち切られた時の
ことを考え、定期的に通院せず、苦しい時だけ通院するという方も
おり、それが原因で体を壊す恐れもあるのではと感じられました。
　国民年金を満額もらっていても足りずに働き、収入が増えると家
賃も増えるというジレンマ。根本的に年金額が少ないという問題が
あり、これは被災者の方だけでなく、国民年金受給者全員に言える
ことであり、受診抑制が働いていると考えられます。

薬を持たすため、数日おきに飲む方も

　被災された方でも社保の方は負担があります。仕事を休んで病院
に行き 3 割負担があるため、通院回数を半分以下にしているという
方や国保、社保加入に関係なく被災者全て平等であってほしい、国
保の方は免除されててうらやましい、社保はすぐ免除が打ち切られ
たが病気だからいつも通り通院しているという声もありました。
　薬代が高く、通院を減らすため、糖尿病の毎日の薬を 3 日おきに
飲んだり、血圧の薬を 1 日おきに飲んでいる方もいらっしゃいます。
　また、生活は厳しい。生活保護の人より収入がない。免除がなく
なれば病院に行けない、無理して働いているという記述もあり、負担が
発生すると今よりもさらに受診抑制が進む可能性があります。

食費切り詰め通院
東日本大震災被災者　医療費窓口負担アンケートより

60.1％
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店
は
、東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
大
船
渡
の
復
興
の

象
徴
の
一
つ
「
キ
ャ
ッ
セ
ン

大
船
渡
」
の
近
く
に
あ
り
ま

す
。

　
今
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
ば
か
り
で
、フ
レ
ッ

シ
ュ
な
感
じ
が
心
地
よ
い
で

大
船
渡
市
大
船
渡
町

　
　
　
　
　
　  

字
笹
崎
３

－

６

℡
０
１
９
２
︱
２
２
︱
８
３
１
０

営
業
時
間 

11
：
00
～
18
：
30

定
休
日
：
水
曜
日

ホタテ定食（980円）

【
日
　
時
】

２
０
２
０
年
４
月
14
日
㈫

19
：
30
～
20
：
38

【
場
　
所
】

盛
岡
フ
コ
ク
生
命
ビ
ル
会
議
室

【
出
席
者
】

　
　

役
員
、事
務
局
併
せ
て

13
名

１
、 

２
０
２
０
年
３
月
期
活

動
報
告
並
び
に
２
０
２

０
年
４
～
５
月
期
活
動

計
画
が
承
認
さ
れ
た

２
、 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
当
面
の
対

応
に
つ
い
て
承
認
さ

れ
た

３
、 

保
団
連
専
門
部
員
の

推
薦
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
た

４
、 

庶
務
財
政
部
か
ら
の

提
案
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
た

常
任
理
事
会
だ
よ
り 

４
月

海の幸 
ふるまいセンター

大船渡市

266味処

す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
海
鮮
も
の

が
中
心
で
、テ
ー
ブ
ル
に
は

焼
き
網
が
備
え
付
け
ら
れ
て

お
り
、ホ
タ
テ
や
カ
キ
な
ど

を
焼
き
な
が
ら
食
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
今
回
は
ホ
タ
テ
定
食
（
９

８
０
円
）
を
注
文
。
せ
っ
か

く
な
の
で
、ホ
タ
テ
は
刺
身

と
焼
き
で
味
わ
っ
て
み
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
刺
身
は
甘

み
と
歯
ご
た
え
が
し
っ
か
り

あ
り
、幸
せ
な
気
分
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、ハ
ー
フ
バ

イ
キ
ン
グ
形
式
な
の
で
、ご

は
ん
と
み
そ
汁
、生
わ
か
め
、

刻
み
め
か
ぶ
、わ
か
め
の
茎

の
佃
煮
は
食
べ
放
題
で
す
。

さ
ん
ま
フ
ラ
イ
、ア
ジ
フ
ラ

イ
、カ
キ
フ
ラ
イ
は
そ
れ
ぞ

れ
１
０
０
円
で
ト
ッ
ピ
ン
グ

で
き
ま
す
。

　

他
に
は
、海
鮮
丼
、さ
ん

ま
刺
身
定
食
、カ
キ
定
食
な

ど
も
あ
り
ま
す
。
大
船
渡
を

訪
れ
た
際
は
、ぜ
ひ
寄
っ
て

み
た
い
食
堂
で
す
。

【
日
　
時
】

２
０
２
０
年
５
月
19
日
㈫

19
：
30
～
20
：
50

【
場
　
所
】

盛
岡
フ
コ
ク
生
命
ビ
ル
会
議
室

【
出
席
者
】

　
　

役
員
、事
務
局
併
せ
て

13
名

１
、 

２
０
２
０
年
４
月
期
活

動
報
告
並
び
に
２
０
２

０
年
５
～
６
月
期
活
動

計
画
が
承
認
さ
れ
た

２
、 

２
０
１
９
年
度
決

算
見
込
報
告
及
び

２
０
２
０
年
度
予
算

案
に
つ
い
て
承
認
さ

れ
た

３
、 

２
０
１
９
年
度
東
北

グ
ル
ー
プ
保
険
配
当

金
還
付
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
た

４
、 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
当
面
の
対

応
に
つ
い
て
、前
月
と

同
様
と
す
る
こ
と
が

承
認
さ
れ
た

５
、 

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
に
お

け
る
会
議
等
の
開
催

に
つ
い
て
確
認
さ
れ

た
常
任
理
事
会
だ
よ
り 

５
月

2020 年３月～５月度
休業保障共済保険給付実績

給付日数 給付金額入　院 自宅療養
A 先生 3 日 26 日 900,000 円
B 先生 31 日 3 日 1,330,000 円
C 先生 27 日 9 日 810,000 円
D 先生 0 日 29 日 522,000 円
E 先生 5 日 2 日 260,000 円
F 先生 0 日 25 日 450,000 円
F先生（長期） 0 日 65 日 585,000 円
G 先生 0 日 31 日 558,000 円
H 先生 66 日 2 日 1,620,000 円
I 先生 5 日 1 日 92,000 円
J 先生 0 日 128 日 2,304,000 円

　休業保障共済保険は疾病や傷害で、6 日以
上連続して休業された場合に、6 日目以降の
休業日数について給付されます。
　新型コロナウイルス感染症については、加
入者が新型コロナウイルスに感染した、また
は感染疑いがあるなど第三者の医師が判断
し、休業を必要と認めた場合は給付の対象と
なります。
　6 日以上連続してお休みされる際は事務局
までご連絡ください（019 － 651 － 7341）。
必要書類をお送りいたします。
　入院・自宅とも給付金が支払われますが、
休業開始日から 3 年で給付金申請の権利が失
効しますのでご注意ください。

休業保障共済保険にご加入の先生へ

医
科初

・
再
診

Q　

医
師
会
か
ら
の
「
改

定
診
療
報
酬
点
数
表
参
考

資
料
」
の
機
能
強
化
加
算

に
係
る
院
内
掲
示
例
の
４

項
目
目
に
は
「
日
本
医
師

会
か
か
り
つ
け
医
機
能
研

修
制
度
応
用
研
修
会
を
終

了
し
て
い
ま
す
」
と
あ
る

が
、
算
定
要
件
と
な
っ
て

い
る
の
か
。

A　

算
定
要
件
等
に
は
研

修
を
受
け
る
こ
と
な
ど
は

示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。（
以

上
、
当
協
会
調
べ
）。

 

４
項
目
目
は
特
に
例
示
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
以
上
、
県
医
師
会
担
当

者
よ
り
）

医
学
管
理

Q　

特
定
薬
剤
治
療
管
理

料
１
に
つ
い
て
、
不
整
脈

用
剤
を
処
方
し
て
い
る
患

者
の
血
中
濃
度
を
測
定
し

50
／
100
で
算
定
し
て
い
る

社 保 だ よ り

点数Ｑ＆Ａ
－請求等のご質問について
　調べてお答えしております－

が
、
別
の
不
整
脈
用
剤
に

変
更
し
た
場
合
は
、
変
更

後
３
カ
月
目
ま
で
は
４
７

０
点
で
算
定
可
能
か
。
そ

れ
と
も
引
き
続
き
50
／
100

に
な
る
の
か
。

A　
対
象
と
な
る
疾
病
（
対

象
と
な
る
薬
剤
群
）
ご

と
の
算
定
に
な
り
ま
す
。

個
々
の
銘
柄
、
規
格
を
変

更
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も

新
た
に
算
定
で
き
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。（
国
保

連
よ
り
）

在
宅
医
療

Q　

在
宅
自
己
注
射
指
導

管
理
料
に
つ
い
て
、
他
院

で
糖
尿
病
治
療
を
受
け
て

い
た
患
者
が
紹
介
さ
れ

当
院
で
管
理
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
場
合
、
当

院
で「
２
回
以
上
の
教
育
」

の
必
要
は
あ
る
の
か
。
ま

た
、
導
入
初
期
加
算
は
算

定
可
能
か
。

A　

前
医
で
「
在
宅
自
己

注
射
の
導
入
前
の
教
育
指

導
」
を
終
え
て
い
る
の

で
、
新
た
に
「
２
回
以
上

の
教
育
」
の
必
要
は
な
い

と
解
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場

合
、
レ
セ
プ
ト
摘
要
欄
へ

の
コ
メ
ン
ト
記
載
が
必
要

で
す
。
導
入
初
期
加
算
に

つ
い
て
は
、
前
医
か
ら
の

通
算
と
な
り
ま
す
の
で
算

定
は
不
可
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

検
査

Q　

尿
流
測
定
に
つ
い
て
、

病
名
を
「
過
活
動
膀
胱
」

で
請
求
し
た
と
こ
ろ
支
払

基
金
よ
り
減
点
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
が
な
ぜ
か
。

適
用
病
名
に
な
っ
て
い
る

は
ず
だ
が
。

A　

確
か
に
適
用
疾
患
で

す
が
減
点
し
た
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
し
た
。
復
活
に
な

る
の
で
再
請
求
し
て
下
さ

い
。（
支
払
基
金
よ
り
）

外
泊
中
の
入
院
料

Q　

当
院
に
入
院
中
の
患

者
が
外
泊
期
間
中
に
当
院

に
来
て
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ

た
場
合
、
入
院
料
は
減
額

せ
ず
、
通
常
の
入
院
料
で

算
定
可
能
か
。

A　

外
泊
の
入
院
料
は
丸

一
日
病
院
に
い
な
い
場
合

に
算
定
し
、
少
し
で
も
医

療
機
関
に
い
る
時
間
が
あ

る
場
合
は
そ
れ
に
該
当
せ

ず
、
通
常
の
入
院
料
で
算

定
し
ま
す
。（
国
保
連
よ

り
）

特
定
入
院
料

Q　

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料

に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
１

月
10
日
に
脳
内
出
血
、
そ

の
後
に
回
復
期
リ
ハ
病
棟

に
入
院
。
２
月
10
日
に
同

部
位
の
脳
内
出
血
を
起
こ

す
。
引
き
続
き
、
回
復
期

リ
ハ
病
棟
に
入
院
。
こ
の

と
き
、
同
部
位
の
再
度
の

疾
患
で
あ
っ
て
も
、
算
定

日
数
上
限
の
起
算
日
は
、

２
月
10
日
に
リ
セ
ッ
ト
さ

れ
る
の
か
。

 

　
ま
た
、
脳
内
出
血
以
外

の
、
例
え
ば
骨
折
な
ど
同

部
位
の
再
度
の
疾
患
の
場

合
も
、
再
発
の
時
が
起
算

日
に
な
る
の
か
。

A　
「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料

を
算
定
中
に
、
新
た
に
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
回

復
期
リ
ハ
を
要
す
る
状
態

に
規
定
さ
れ
た
疾
患
が

発
症
し
た
場
合
の
起
算
日

は
、
当
該
疾
患
の
発
症
日

を
起
算
日
と
し
て
算
定
可

能
と
す
る
」
と
の
Ｑ
＆
Ａ

（
以
上
国
保
連
よ
り
）
が

示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
同

部
位
の
同
疾
患
で
あ
っ
て

も
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

届
出

Q　

糖
尿
病
合
併
症
管
理

料
の
看
護
師
の
名
義
を
変

更
し
た
い
が
、
変
更
届
け

な
ど
は
必
要
か
。

A　

看
護
師
の
名
義
に
つ

い
て
の
変
更
届
け
出
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。（
東

北
厚
生
局
岩
手
事
務
所
よ

り
）

◆疾病休業給付（１日）
　入院 8,000 円
　自宅療養 6,000 円

◆長期療養給付（１日）
　入院 6,000 円
　自宅療養 3,000 円


